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24.化学装置および水処理装置

CH⊆仙ICAL PLANTS AND WATER TREAT仙ENT PLANTS
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24.1化 学 装 置

24.1,1各種プラントの設立

化学工業の発展と経済単位の規模の拡大に伴い,装置産業として

の化学工業界ほめざましい発展をとげつつあるが,これに呼応して

日立製作所でも,昨年に引き続き,幾多の化学プラントを生みだし

た｡それは第7番目のナフサセンターの中心として建設された丸善

石油化学株式会社五井工場のエチレンプラントであり,山口児周南

における新しいコンビナートの徳山石油化学株式会社における種々

のプラントである｡その他石油化学関係,合成繊維関係,合成樹脂

関係など過去の実績が高く評価され,新･増設の面で要望にこたえ

た｡

また過去幾多の大容量の空気分離装;群を製作してきたが,東海製

鉄株式会社納の11,000Nm3/h T-0プラソトは,わが国最大容量を

誇るものである｡

また研究開発の成果としては,環境衛生の一翼をになって,ごみ

焼却装置をいち早く開発し,本年にほいり広島県呉市を始め,筑紫

野,大阪八尾市などに納入した｡特に八尾市納入の装F酌ま600T/D

の大規模なものである｡

また,39年7月日立製作所は,濃締㍍ 蒸発などの技術,ならび

に熱交換器などに閲しすぐれた技術を有する,アメリカコントロ祉

との技術提携に成功し,独特のコーン状の横型薄膜蒸発機の製作を

開始し,食品工業,石油化学を始め,有機合成化学関係で多大の功

献をなしている｡

一方工作面でほ,ハブ爆接法によるライニング機器の製作の実用

化に成功したが,特殊火薬類を使用して金属の圧接を行なう本法は

着々と施工技術の積み重ねが進みタンク申その他に多くの実績をあ

げ,化学工業,食品工業を始め,各分野での活用が期待されている｡

24.1.2 超高圧ポリエチレン装置

日立ボイラ株式会社呉工場においては,最近脚光を浴びている超

高圧ポリエチレンプラント重合装置として国内外からの引合いを多

数受け引き続き製作を行なっている｡

本プラントは精製塔を出た高純度(99.8～99.9%)のエチレンを

圧縮して,触媒および添加剤を混入し,超高圧反応器内で1,000

kg/cm2を越える超高圧の条件下で重合させる装置で,重合反応し

た生成物は分離器に送られて未反応エチレンが除かれ冷却固化した

後,押出切断されてフイルム,包装用シート,チューブなどきわめ

て薄いポリエチレン製品の原料である製品フレークを製造するもの

である｡

本プラントほ超高圧および高圧の反応器,熱交換器,容器,配管,

付属品より構成されている｡設計製作上の技術成果として次のよう

なものがあげられる｡

(1)超高圧系ほ従来の弾性計算では超厚肉を必要とするため塑

性理論を加え自緊技術を応用し合理的な肉厚をもたせるよ

う糠器の設計を行なっていること,またその自緊技術ほ特

に高度の品質管理が要求されるが,当社としては材料の入

手時から慎重な工程管理と厳重な検査により製作しており

十分な保証をもった製品を製作していること｡

(2)これらの管および容器にほ,プロセス上,装置運転の発障

上,平常運転中のそれぞれの変動についてユーザー指定回

数の疲労破壊寿命の検討を行なっていること｡

第1巨書l丸善れ油化学株式会社千葉工場納

エチレンプラント

第2図 大協都市油化学株式会社四日市工場納

エチレンプラソト

(3)配管継手ガスケット部は種々の茶礎実験により締付量の検

討が行なわれ,揃えいに対し万全を期していること｡

などである｡

24.1.3 高 圧 胴

わが国における合成反応胴はほとんど鍛造単肉胴が使用されてい

るが,さきに行なった高圧合成胴叛(アンモニア,メタノール,尿

素その他)の厚板溶接構造化の提案は溶接協会の認可を得,業界の

注目するところとなった｡幸いにも業界各社の賛成を得てここ四年

間に5～6の実績を獲得することができた｡長大な合成胴を必要と

するメタノール,アンモニア,尿素などの合成工業に使用されてい

るが,これらは概略次のような設計条件を満たされねばならない｡

(1)200へノ300気忙の反応圧力(設計圧力)を要する｡

(2)アンモニア,メタノール反応温度としては450～500℃で

あるが合成胴の壁温ほ100℃以下になるように内部装置構

造の計画を要する｡

(3)内部流体口2,Co,Nニ,NH3,尿素などは高温高圧状態で,い

わゆるガスぜい化を生ずるのでその対策を要する｡

上記を満足させるため,アンモニア,メタノール令成胴,胴本体
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第3園 尿 素 合 成 胴

を構成する材料としてほ従来ボイラドラム用材料として使用実績の

あるMn-Mo-Ni鋼板に少量のCrを添加したもので,焼準一焼戻

高降伏点鋼の開発に成功した｡本開発材は

(1)高温高圧の内部流体の｢ガスアタック+iこ耐える｡

(2)溶接性がきわめて良好である｡

(3)ぜい性破壊の心配がない｡

(4)高強度(高降伏点,適当な伸び,絞り)を備えている｡

などの特長がある｡設計に関しては降伏点基準として安全率2.5を

とったが,理論計算により既設の胴に比較し十分な安全性が確認で

きた｡(本材は日本溶接協会特別技術委員会より認定され,通産省軽

工業局より高圧ガス取締法令による圧力容器として製作使用を認可

されている)｡

反応胴のフランジ構造には新形式の自緊式△形ガスケットを採用

して簡単化,軽量化を図っている｡尿素合成胴の場合には平形銀ガ

スケットの使用が要求される｡特に銀ガスケットの場合には性状実

験により高温における応力弛緩現象をは握し,その対策をとること

がたいせつである｡すなわち,締付けに当たっては漏えいを止める

に必要な残留面圧の確保とガスケット面の変形防止のため,フラン

ジ面間に適当なディスタントピースをそう入して使用する新しいガ

スケット締付方案(特許申請中)を採用した｡

24.1.4 王求 形 容 器

住友金属株式会社納,10,000Nm3/bTO-Hプラント用として製作

した酸素ガス貯蔵用球形容器i･ま,このほど呉工場でほ新しい試みと

して海上に浮かべて現地向け曳航輸送した｡球形容器の海上曳航輸

送は,現地組立に比較し工程短縮,原価低減などの面から実施した

ものであるが,わが国でほ珍しいもので関係‾方面から関心を集めて

いる｡

本容器の概略仕様ほ次のとおりである｡

内容積 400n13 材 質 SH58B(WES規格二J

内 径 9,150mm 圧 力 301こgJ.七m三

評 第4′7巻 第1号

海運二_畷,

第4図 海上曳航輸送の400m3球形容器

板 惇 29mm 温 度 常温

なお,木容器を含めて,各種ガスおよび液化ガス貯蔵用として相

次ぎ納入し,いずれも良好な成績をあげている｡

24.1.5 S仙燃焼装置

合成樹脂の原料として近年脚光を浴びている旭ダウ株式会社川崎

工場納スチレンモノマープラントをこのほど日立製作所が取りまと

め完成し,現在女f詞iこ稼動を続けている｡

本装掛こ採用した加熱炉ほ直接式ガス加熱炉と呼ばれ,循環ガス

行程の一部であり,新たに発生させた燃焼ガスと混合し脱水素反応

に必要な高狙ガスを得るもので,オイルガスコンビネーションバー

ナとともに日立独特の加圧式炉である｡この種の炉は今後の化学プ

ラントに応凋の広いものと注目されている｡

加熱炉で精製された燃焼ガスほ反応器を経て再び加熱炉に戻る

が,この循環ガス配管ほ最高使用温度750℃,内径762¢を含む高

温大径管であり,その配管支持装置ほ極力簡単化されている｡

24.1.占 日立コントロ装置

目立コントロ装置は熱に不安定な物質,高粘度物質,泡立物質の

処理にきわめて好都合のもので,特に,伝熱面およびこれに対抗す

る撹拝巽(かくはんよく)先端が軸を中心とする円すい面を作るユ

ニークな構造を持ち,そのため性能は他の海月莫蒸発器を凌駕してお

り,実際の運転性能が安定していることと相まって,アメリカおよび

欧州地域の産業界i･こおいて,多くの装置工業に進出している｡ニの

たび,アメリカコントロ社との技術提携により,日立製作所が製作,

販売を開始し,すでに10社15基の受注を見,今後,国内のみならず,

東南アジア,中,南米地域における本装置の拡販が期待されている｡

おもな特長ほ下記のとおりである｡

(1)蒸発能力が大きい｡

(2)処理液の滞留時間を自由に調節することができる｡

(3)ドライスポットができない｡

(4)膿析比に制限がない｡

第1裏 目立コントロ装置標準化様

伝 熱

涼水 蒸

画
一
発

m
挑限

量 kg/h

据え付け面棍mmxmm

低 粘 度

モーター馬力
HP 高 粘 度

-ク L可転数 rpm

スチ
ー

ム圧 kg/cm2G

1 2 3

320 560 740

600×2,400 750×3,000 900×3,200

1

5 1 7.5 10

10 15 20

480 350 300

5
1

5 5

(注)裏空度ほ最高759mmHgVacまで上げることができる｡

※水蒸発量は本体真空度を660TnmHg.ヽracにLたときの値である
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第7園 純水素用アンモニア分解挙三間フローシート

膜の厚さを変化することができる｡

高真空から加圧までの操作ができる｡

瓜､範閃の粘度(10‾1～1.05CP)のものの処矧こ対し,最盲浅

効率を上げる｡

(8)洗浄が容易である｡

絹途は,化学工業,合成樹脂,合成繊維,石油,食品,油脂,医

薬品工業などにおける,製品の精製,回収,濃縮,乾燥,蒸発,蒸

う乳脱水,脱臭,分離,モノマー除去,脱泡,脱溶≠批 殺菌,化学

反応などに用いられ,特に高度渡船に対しては独占的な強味を持っ

ている｡使用例をあげると,果汁,ビタミソ液,抗生物質,酵素,

ゼラチン,ニカワ,ラテックス,脂肪,油脂,レシチソ.カプロラ

クタム,可塑剤,脂肪酸,PVAC,プラスチックス,T(1A,T(丁Ⅰ,

農薬乳化剤,酢酸エチル,キ17ラメル,練乳,放射性廃水,金属石

鹸などである｡

弟5図は伝熱面積8m2の日立コントロ装筐,策1表は標準仕様

である｡

2ん1.7 純水薫製造用アンモニア分解装置

最近電子工業における希少金属の生産,冶金工業における特殊金

属の製錬などに還元性ふん囲気ガスの活用が盛んになった｡その還

元性ふん囲気ガスとしてアンモニアの分解ガスをパラジウム合金陰

に透過させて得られた高純度水素を使用している｡(もっとも高純

度水素の原料ガスは他にいろいろあるが,アソモニア分解ガスを用

いるのが比較的安価で,安易である｡)アンモニアの分解には600～

800℃の高温が必要で,かつ分解ガスはパラジウム合金膜を透過す

るので加圧されていなければならない｡当工場は高温かつ高圧の分

解ガスが得られるガス製造装置を開発した｡10Nm3/hの水素発生

能力の試験棟を作り,各種条件‾Fにおいて分解テストし耐久テスト

203

節6L対 純水素用アンモニア分解器

を行なった結果,実用撒として使柑するのに十分な自信

1をf引こ｡

フロwシートに示すように,アンモニアタソクを出た

液体アンモニ了はロータメーータを経てアンモニア蒸発器

にほいり,術残呈隈心こより加熱されて蒸発する｡蒸発圧

力は10kg/cm2G,温度は28℃である｡アンモニア蒸気

は流量計を過っで_｢熱され,160℃の温度で反応管には

いるLつ反正滞ニl勺の高批の触媒憎で2NH3→N2十3H2十22

kcalなる反応を経て窒素と水素に分解される｡生成した

ガスほ高温･加n三状態であるから,このまま高純度水素

製造用の原料ガスとなる 分解率は10kg/cmコG,700℃で99･6%

である｡

本装荷の特長は次のとおりであるr〕

(1)柄造が二重管式の分解器であるから,反応管の内圧,外圧

が等しくなり,耐斤三強鑑の汀り題が解決されている｡

(2)加熱方式において,従来はヒータで外部より反応管を,加

熱する傍熱式であったが,木装掛こ採用した方式は反応管

日体が電気抵抗体となって,発熱させる直接加熱式となっ

ている｡このため従来のもののように大形の電気炉,燃焼

炉ほ必要なく,しかも電力を有効に利用できるので運転経

費が少ない｡また椴扱いも卸i`1∴で,スタートアップに要す

る時間が炉形式に比べ%～妬になる｡

(3)各棟器はすべて共通台上にコンパクトにまとめてあるの

で,据付面砥が小さい｡

(4)各樺制御器を活用し,操作の正確さと簡易化を図っている

ので,作業員は少なくてすむ｡

24.】.8 大形オートクレープ

特に高圧のオートクレーブ容器本体の材料は一般に鍛造製のもの

が多いが,最近大形化するにつれて,立形横形の形式を問わず,溶

接構造でも十分信蚊できるものが作られるようになってきた｡

本年度に製作されたオートクレーブの中で,弟8図に示すものは

その代表的なもので,容量5,000J,使用圧力80kg/cm2,使用温度

200℃,回転数100rpm というかなり大形なものであるが,本体容

器はSB46Bの厚板溶接構造で,その内蔵する可燃性危険ガスが絶

対に漏れないよう入念な工作と敵串な検束の下に製作されている｡

この軸封装置ほ日立独特のユニットメカニカルシールと日立直交軸

撹伴枚を組み合わせてあるので,撹絆装滞ほ分解せずに駆動装置と

ー203-
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第8図 5000L立形オートクレー7

一体で取り出せるし,また軸封装筐のみを簡捷に単独で分解組う∵し

得るほかに,軸封シールタンクをピストン式としてシール液の劣化

を防止してあるなど,幾多の特色を備えている｡

24.1.9 水銀ボ イ ラ

本ボイラは化学装置における吸熱反んかこ反f〔熱を与え,かつ一定

温度範囲に保つ必要がある加熱源として水限蒸気もを作る目的に使用

されるものである｡

ボイラ本体は上,‾Fにヘッダを設け卜舛管,1ご降管にて接続した

構造で,耐火煉瓦張りのボックス炉l勺の炉喋周閃に多段式にはわし

たNi-Cr電熱線によって水銀ほ加熱され蒸気となF),水銀蒸気温

度を検出して動作する一種のリレー回路により接触器を開閉して断

続され,生成する水銀蒸気温度を設定値に保つようにしてある｡

本ボイラの特長は‾F▲記のとおりである｡

(1)他種ボイラに比べ低旺で熱宮子量の大きな蒸去毛が得られる｡

(2)容量的に小形であるこ√

(3)ボイラ効率が高い｡

(4)蒸気温度の制御が容易である｡

24.1.10 無せき多孔硬式精留塔

近来石油精製工業,石油化学+二業の生産兢模が増大するにつれて,

大容量を処理できる高能率精留塔に対する要求がますます裁くなっ

てきた｡当社においても大学芋量で,しかも価格の安い精留塔の研究

を続けてきたが,ここに紹介する無せき多孔式精留塔はその成果で

ある｡その句寺長は下記のとおりである｡

(1)構造がきわめて筒中で,保守ノ点検が容易である｡多孔板塔

は泡鐘塔(ほうしょうとう)やバルブトレイに比べてはる

かに構造が簡単で安価であるが,本形式の塔は従来の多孔

板塔より降下管,せきなどを取り除いてあるので,構造が

簡易化しており,泡鐘塔と同一性能の塔について妬程度の

価格で製作できる｡

(2)処理能力が大でもる｡精留堵の処理能力ほ主として塔内の

上昇蒸気速度に支配されるが,本形式の塔では常圧操作に

おいては1.5～2.O111′′′sの空材;速度において十分運転可能で

ある｡この値は通常の泡鐘掛ここねける値の2倍以上である｡

(3)分離効率(段効率)は従来のう也鐘塔に比べてほぼ同程度で,

適当な運転条件を選べば80～85%の高い値が得られる｡

第9図は空塔速度と段効率の関係を示したもので,泡鐘堵

よりはるかに高い速度で十分高い効率が得られることがわ

かる｡

(4)精留以外の各種単位挫rF(一別丈,調湿,冷却など)にもき

わめて能率よく健闘できる_こ.

第47巻 窮1ぢ･
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第9図 段効率と空塔速度との関係

2.0

第10図 無堰多孔板式メタノール蒸留塔

(5)二女毒した運転範閉は十分広く,設計点を100とすると最大

150,最小50程度の処理量変動に対しては完全に対応で

きる｡

第】0図に示したのは本形式によるメタノール蒸留坊であり,塔径

700mm,段数50である｡

24.1.11HÅ8W(ハブJ爆発庄接法によるライニング機器

ハブ爆発圧接法とは爆薬が爆発する際に放出する強力な衝撃エネ

ルギーを利用する一種の冷間圧技法で,金属板を点状あるいは線状

に部分的に,独特簡便な方法によって接合することができる｡本法

は異種金属間や薄板の接合に適すことから化学機械における耐食検

器のライニソグ施工法として画期的な応用例を有するものである

が,他社にさきがけて日立製作所が世界でも最初にその実用化に成

功した｡

すなわち従来の溶接法のような合金層および熱影響部に起こる棟

械的性質や耐食性の劣化がなくTi,Zr,Ta,Al,Cu,Niおよびその合

金であるステンレス,ハステロイ,モネル,アームスプロソズ,キ

ュプロニッケルなどあらゆる金属における同種金属間の接合はもち

ろん,鉄鋼材料との異種金属間の直接接合も可能である｡爆接可能

なライニソグ板の板厚は現在のところ0.5～2mmの範囲に制約さ

れているが材質の選択はまったく自由自在である｡一方母板につい

ては軟鋼,高張力鋼,低合金鋼などの一般構造用鋼板が板厚に制約

なく用いられる｡

ハブ爆発圧接法にほ点爆接(ハブスポット)と線爆接(ハブライ

ン)の二種顆があり,それぞれ専用に開発されたハブキャップおよ

びハブコードという特殊な爆薬を使用する｡爆接された部分は点爆

接および線爆接ともに強度,耐食性など素材に†匹敵する性能を示し,

疲労強度,熱疲労,応力腐食などの特性もすぐれていることが確認

されている｡
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第11図 HABWライニソグ熱交換器セル

(ライニソグ板;Culmm厚さ)

以上のようにハブ爆発圧接法は数多くの特色を有することから,

石油化学,ガス化学,化学繊維,合成樹脂,ソーダ,肥料,薬品,

食品など化学工業全般にわたって使用される耐食機器のライニング

施工法として反応容器,貯槽,塔澤,熱交換器,回転撹拝機器など

の製作において,品質の向_L 材料費の節減,工期の短縮などの効

果をあげている｡

舞11図ほ1mm惇の銅板をl勺張りした熱交換器セルおよぴステ

ンレス0.5mm惇ライニソグの30tタンク車における施工例を示

すものである｡なお/､ブ爆発圧接法のほかにも全面爆発圧接,爆発

成形,爆発拡管など広範囲な爆発加工法の総合加工技術として将来

の発展が期待され,新技術の研究開発,性能の向上,施工法の改善

拡大のための努力が進められている｡

24.1.12 低温用鋼材および高抗弓長力鋼の溶接

低温用鋼材はASME規格に規定され,使用温度により適用材質

が定められている｡石油化学工業の発展,特に液化石油ガスの利用

が急速に増大するに伴い,低温用材料もこの分野に適したものが開

発され,Alキルド鋼,3.5%Ni鋼のはかにSi-Mn系調質鋼が発表

されている｡YND鋼ほ特殊合金元素を含まず熱処理により金属組

織を微細化し,3.5%Ni鋼の低温特性にほぼ等しい特性を備え,経

済的であるが,溶接に際して熱影響部の切欠じん性の低下が起こり

やすく,また塑性加工によるひずみ時効を考慮する必要がある｡今

回,容量190m3のエチレン貯槽6基をYND鋼で製作したが,溶

接には自動溶接を採用し,積層と入熱量を管理し,熱影響部の特性

低下を防止するとともに,ローラ曲げ,プレス加工を加工率3%以

下となるよう,最小曲げR,絞り加工に対する構造とし,すぐれた

低温特性を示す機器を完成することができた｡

24.1.13 デュプロジャケット機器の製作

化学機器には種々の形で数多くのジャケット構造が用いられてい

る｡従来最も多く使われてきたものは,一枚板で本体の外側を2垂

にカバーする,プレートジャケットであった｡しかし,この構造は

工作は容易であるが,ジャケット圧力が高くなった場合,ジャケッ

ト板厚が本体板厚に比例して厚くなり,材料費の点で不経済である

とされていた｡最近これに代わる,ジャケット構造として,デュプ

ロジャケット構造が取り上げられ,機器の製作に応用されることと

なった｡デュプロジャケットとほ,ジャケットプレートに下穴を明

け,これを本体側に打ち曲げ,本体とジャケットとを栓溶接の要筒

で,接合するものである｡この場合この溶接が一種のステーの役目

をするので,本体の板厚をも薄くすることが可能であり,材料費の

節減とともに,比較的大きな伝熱面積が得られるという,性能的な

205

第12図 ハブ爆発圧接法によりライニソグ施工したタ

ンク車内部(ライニソグ板;ステンレス0.5mm厚さ)

第13図 YND鋼製の190m3エチレン貯槽

面の利点をも合わせ,多くの機器に用いられようとしている｡生産

現場でも,この機運に並行して,デュプロジャケット成形溶接の各

種の検討を進め,工作基準を確立した｡

今回この構造を,横形の大形乾燥機に応用,機器の製作を完了し

た｡第14図はデュプロジャケット構造を示したキのである｡

24.2 TOプラントおよびガス分離装置
′

39年度に完成した装置としては,国内では最大容量,仙界でも屈

指な東海製鉄株式会社納11,000Nm3/h TOプラントがある｡また,

石油化学プラソトとして丸善石油化学株式会社納エチレン分離装置

を完成した｡そのはか技術的に新しいものとして,特記すべきもの

は下記のとおりである｡

(1)ガス酸と液酸を同時に採取できるTO-H プラントを製作

した｡

(2)真空技術を応用した真空保冷式液酸タンク(最大容量70

ton)を完成した｡

(3)液体窒素を利用した冷嫌コンテナを製作納入した｡

(4)窒素発生量100Nm3/h程度の小形分離装置としてTO-S

第14図 デュプロジャケット構造による

大形乾燥機
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第15国 東海製鉄株式会社納1,100Nm3ノh TOプラソト

プラントの試作を行なった｡

24.2.1東海製鉄株式会社納】l′000Nm3/h TOプラント

本プラントは,国内における最大容量の空気分離装置であり,記

録品である｡仕様および特長は,次のとおりである｡

酸素発生量

純 変

窒素発生量

純 蛙

液酸発生量

純 痩

特 長

定格仕様

11,000Nm3/h

99.6%

10,000Nm3/h

99.995%

液酸採取時仕様

5,600Nm3/h

99.6%

10,000Nm3/11

99.995%

1,100Nn13/h

99.6%

(ト)本プラントは,液体酸素を採椒することができるが,これ

は大ぜ卓論ウ巨気分雌装置としては初めての試みである｡

(2)容量70トンのi夜酸タソクを設置している=

(3)液酸蒸発装i弘幸ゴよぴガス酸圧送設肺を備えて/わi),旅醸を

ガス門餐に食えて使用することができる｡､

(4)最新の小火操作て糾御方式を採用し,中央j馴乍賂こふいて遠

隔拙作を子ナない,操作の簡易化と運転人亡lの｢州峨フンl叉ト)て

いるr+

(5)i湖屯度の恨崩.‡ゴよび紫諺きをほ､■ご′事嵐l■q帖iこ採ることがで

きるっ

(6)保`､+:山倹の解錫な二｢別姓冷槽を採用している｡

試運転に際しては,好調真にその性能な発押L,耳川三稼動中で

ある｡

24.2.2 丸善石油化学株式会社納44.000T/Yエチレン分離装置

本装筐ほナフサ分解ガスよりポリエチレン級エチレン年産44,000

トン,P-P留分年産22,000トンのほか,B¶B留分,水素を生産

するもので,昭和39年9月より常業運転にほいった｡

本装置は日立製作所における空気分離装跨,液体窒素洗浄装筐,

コークス炉ガス分離装荷など深冷ガス分離の経験および一連の開発

研究を基礎に建設されたもので,純国産技術によるエチレン分離装

置第1号である｡

特 長

(1)棒低温の寒冷供給源としで原料ガスJ′1身のジュールトムソ

ソ効果を利用しで臼り,膨張エンジン,膨張タービンを必

､､l

評 論 第47巻 第1号

〉.1_ヅを一㌦㌻

第16囲 丸善石油化学株式会社納

44,000T/Yェチレソ分離装置

要としない｡

(2､)脱メタン堵,エチレン塔ほl'l己蒸気圧桁式で,精留塔操作

伴が低いため分離しやすい二,

(3)アセチレン除去には接触水流法を採桐している｡

(4)特殊な脱水剤を使用している.

(′5)ユーティリティ椚酌量が少ない

24.2.3 日本鋼管株式会社水江製鉄所納4.500Nm3ルTOプラント

木プラントは,｢‾l木鋼管株式会社水江製鉄所納入の第4号橙であ

る｡仕様および特ユ主は,次のとおりである､∴

f‾ヒ 様

喉宗光上1ミ量 4,500Nm=う/ll 酸素純度 99.5プ古

川 長

(1)従‾米の抽気方式に代わり,fi熱方式を採用することにより

稚転操作が容易になった｡この朽熱方式は,酸素および窒

素石二′等量採収する場子†にも,日-り越なく採用することがで

第17図 R本鋼管株式会社水江製鉄所納

4,500Nm;5佃TOプラント
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第18図 北海酸素株式会社納1,000Nm3/h TO-Hプラント

きる｡

(2)下塔液空液面調節に,自動制御方式を採ノ‾Hし,精留堺の操

作を容易ならしめ,安定した運転を行なうよう考慮した｡

以上のような特長を有する本プラントは,現在稼動中であるが計

画値を上回るすぐれた性能を発揮している｡

24.2.4 北海酸素株式会社納1.000Nm3/h TO-Hプラント

本プラントほ,種々の運転が可能なTO-Hプラントであり,そ

の仕様は弟2表のとおりである｡

特 長

(i)酸素ガス圧縮機を使用せず液酸ポンプにより昇忙し,プラ

ソト出口で,酸素ガス圧力は20kg/cm2gである｡

(ii)膨張エンジンを運転することにより液酸 500一～200NIT13仲

採取できる｡

(iii)液窒採取も可能である｡

(iv)粗アルゴン採取も可能である｡

運転実績も上記仕様を上まわっている｡また種々の適転ができ

るため,酸素ガスをあまり必要としないときは液酸で採取し液酸

タンクに貯蔵するといった酸素使用量にあった運転を効率よく行

なうことができる｡貯蔵タンクは20tの容量であり,その保冷方

式は従来行なわれていた岩綿,パーライト充てんの普通保冷に対

して,真空保冷方式を採用し,液酸の自然蒸発量をきわめて少な

くしている｡

第2蓑 北海酸素株式会社納

TO-H プ ラ ソト 仕様

量
素
案
計
度

生
酸
酸

発
ス

体

素
ガ
液
合
純

酸

量
索
度

生
窒

発

ス

素
ガ
純

窒

注(

Nm3/h

Nm3/h

Nm3/h

%

b/が
%

N

液体窒素は100Nm3/b採取可能

ただしこの場合には,液体酸素は減宜になる｡

500～800

500･-200

1,000

99.8

300

99.99
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第19図 日興酸素株式会社納800Nm3仙TO-Hプラント

第3表 日興酸素株式会社納

rrO-H プ ラ ント 仕 様

m

m

m

〝〃

m

〃カ

N

N

N

N

果
菜
累
計
贋
造
素
度

生
酸
他
州

生
窒

発

ス

体

発
体

索
ガ
液
合
純
索
液
純

酸

窒

運 転(1)

450

350

800

運 転(て2)

450

450

99t8l3;;:;｡
膨張エンジンを設置しているため,運転方法を変えること

により液酸,き夜窒をいずれも任意の割合で採取できる｡

(iii)粗アルゴンも採取可能である｡

(iv)屋外プラントである｡

このプラントには液酸タソク20t x2基,液窒タンク10t xl

基が設置され,多量のガス酸素を必要とする場合には,液酸採取

量を減少し,プラントからのガス酸素採取量を増加する運転を行

なうことができる｡さらに多量の酸素を必要とする場合iこは,液

酸タンクに貯蔵された液酸をガス化し送醜できる｡また液窒も採

24.2.5 日興酸素株式会社納800Nm3/h TO-Hプラント

本プラントほ小形TO-Hプラントとしてガス,液いずれでも低

用量に応じた運転が可能であり,プラントの仕様および特長は次の

とおりである,

(a)仕 一 様(舞3泉〕

(b)特 長

(i)酸素ガス旺縦横を使丁-i]せず液酸ポンプiこより葬正してい

る｡プラントぎポロにおける酸素ガス托力は20kg′′cm2gて

ある｡
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第21囲 液体窒素冷凍コンテナー

取してタンクに貯蔵し,必要に応じて取り出すことができるとい

う非常に融通性のあるプラントである｡

24.2.る TO-Sプラント

酸素50Nm3/b,窒素200Nm3/h以下の小形空気分離装置として

TO-Sプラントを開発した｡

本プラントの仕様は策4表のとおりである｡

特長は,次のとおりである｡

(i)炭酸ガス除去

一般に用いられている方法は,カ性ソーダ溶液洗浄方式である｡

しかしこの方式ではカ性ソーダの消費量が多く,榛器も,ソーダ

塔のはかに,ソーダ液調合槽,ソーダ液循環ポンプ,ソーダ液補

給ポンプなどが必要であり,運転操作が非常に複雑となる｡

これに対して,TO-Sプラントでほモレキュラシープを使用し

吸着により除去する方法を採用している｡したがって切替により

使用される吸着器2基を必要とするだけであり,機器も少なくて

すみ,運転操作も容易である｡

(ii)保 冷 槽

空気分離装置の保冷槽は一般に岩綿,パーライト充てんの普通

保冷方式が採用されているが,本プラントには真空保冷方式を採

用している｡したがって保冷損クこが小さく,定常時の原料拝気圧

力ほ計画値より非常に低い｡

第4表 TO-S プ ラ ント 什 様

丁ノJ ノ､

ガ ス

ぷ
腔
光
度

生

出

発

発

議
純
素
純

願

窄

Nm3/h 1 12

ノ′♂

Nm3/h

グざ

99.6

65

99.99

24.2.7 液体窒素冷凍コンテナ

滋近,冷凍魚,冷凍食品など食1L汁■■の貯蔵JP輸送が台即化され,そ

の技術が盛んに研究されている｡

冷凍コンテナは食品の貯蔵,輸送を主に考えられたものである｡

冷却源としてほ従来,氷,ドライアイス,冷凍機が使用されていた

が,液体窒素を冷媒とする冷凍コンテナを開発し製作にはいった｡

液体繋素冷淡コンテナの特長としては,次の点があげられる｡

(i)急速冷凍ができる｡

旅体窒素の温度は一196℃という低温のために食品,組織を破

壊することなく急速に冷凍できるため,常温にもどしたときに鮮

度,味覚の低下がない｡

(ii)窒素ほ不活性ガスであるから食.■Jlを酸化する恐れがなく,

爆発の危険性もない｡

(iii)安全で操作しやすい｡

コンテナの主要故買旨としては,コン′テナ内部限度を一定に保つた

めの温度制御装置,冷媒としての液体窒素を貯蔵する液窒タンクが

第47巻 第1号

第22図 九州電気工業株式会社納コールドェバボレータ

あり,特に,液窒タンクはコンテナの性能を支配するものであり,

自然蒸発による損失をできるだけ小さくするため,真空保冷方式を

採用している｡試験結果によると,自然蒸発率は1.5%/日以下に保

たれ,非常によい結果を得ている｡

24.2.8 コールドエバボレータ

TxOプラントの発展により低原価の酸素,窒素が得られるよう

になったが,これらを使用する場合,ボンベに充てんして使用する

ことほ経済的にも,管取ヒにも非常に不利がある｡コールドェバボ

レータはこのような問題を解決するた捌こ開発された装置である｡

本装置は酸素(または窒素)を使用する事業所に設置され,液体

酸素(または液体窒素)をポンプにより貯蔵槽に充てんし,需要に

応じて一定圧の常温酸素ガスを自動供給するものである｡

本装置の特長は液体酸素 ほたは液休窒素)の保冷を真空保冷と

し,自然蒸発による損失を極小としたことである｡制御はすべて自

力調整弁による自動制御方式であって,送酸側の元弁を開閉する操

作のみで使用できるものである｡

策22図はコールドエバボレータで,その什様ほ‾F記のとおりで
+ゝ -ナ

♂)Qo

仕 横

形 式:

才≠ 量:

タンク幾何容積:

叶 出 流 量:

吐 出 仁E 力:

CE-2480A

2,480g

2,850J

250Nm3/h

18～20kg/cm2G

24.2.9 TOプラント用計測制御装置

TOプラントの計装制御装置にも種々の自動制御装置およびシ

ーケンス制御が採用されている｡今回東海製鉄株式会社納11,000
Nm3/h TOプラントの計測制御装置はプラントの管理および運転

操作を容易にし,運転員の節減を図るため中央制御室に設けられた

画期的な計装制御盤である｡弟23図は東海製鉄株式会社納11,000

Nm3/hTOプラソトの中央計器盤および制御卓である｡中央計器盤

には各プロセスごとに,各種自動制御装置,監視用工業計器,電気

計乳 ならびに故障表示器を配置し中央制御室にて一括運転監視で

きるようにしてある｡ひずみゲージを使用した新形電子式ユニット

ロールを用い信号はすべて4～20mA DCとしてある｡計器盤の計

器には小形計器を使用しスペースファクタをよくしている｡また装

置の性能が十分発揮できるよう多くの電子式調節計を配置してプラ

ントの高能率化を図っている｡中央制御単には計器盤にマッチング

した各電気計器,工業計器および操作器を配置し計器盤を監視しな

ー208-
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一丁一

∈
IIl∧

ちち23阿 東伽懲漣鉄雄式三ミ祉納11,000N11つ=ソh

′110プラソト川･い火計器諒解/ト∴-Lび小火て別御中

がらFT鮒巾な総合迎転ができるrトうにしノてふろ√､榊叶十王1も什舶幾‾ユノ

ほじ〆)多数の什蛤必軌依の岨馳卜川二+∴上び仙帆介叫州州肘1イ1二し､)ひ

に酸素什鮒機の化かjl･糾_基柳川イ〔どGよ,シーーケノス了】jり捌ト′-く=)す

べて=刺化さjし･て上}り,小火州抑トにii設けりし仁拙作こ†:こi∴】二り7川二

われる｡.云1■ミ制作石竹l卜すろた州∴亡くL糾域1†:こ叫廿1日ミノ･三′J■こ′=山こう上と

もにl`t刺′】基軸仙卜にけ,油l卜なjl†ソク=ックイし′地してしlイ′′胤対ニリ‾)

J易缶りこ.汁;朋割こ榊l■;仰柵ノーノランゾノン卜す1て)上七7iJに1桝;り)比｢､｢=l'二二

じてプ･コセスに過切な処Jlて√､∴姫‾･き∴1二っにしてふろ′-ノ

24.3 集 じん装置

二l二業の急速な禿脈ほ必欠川1ルニい仁一)し､るしい人1tiウ榊Eり桝ノ:'-∴㌢川d

し′,そのl妨推処il恥二一‾八､てほ打ケ川jlで州帥二枚Ii寸されていて,か,い

まだi火漣的なものが_比いたされていノ上し､‥-jイ〔J〕川川ル)i■山イi･臼こ-ノ)

抜祢川勺二｢段としては機他人と`■に㌔し〔がふり,そ叫火処〕てl恨三として柑

式扶と佗式法があるが,i批▲(臼こ州みrT,そ州=瓜i川こ処川,伯f〔

などのl王-り過で大外;-1:.i■三川‡iとしてはほとんど拭=】小■】川ヒで(8,1てノ.,よた

機械式封三じん淡いL†･Jのずとり三じんしノっろ似じん〃_)人いさに附加､こ｡b)

i),柑こ人夫も朽召と淋の_L休となる1りミグーユノリ､卜叫放洲柑+′･はほ

とんど抑朝さしえない｡したがってこれらの徴刹‖柑r･糾1川与すィ:)rl:没

としては磁公〃三じん法が 一般に胱奨されている(〕しかし川法もノブ他

のものではなく,煤じんの電気｢1勺柑性その他に+こってその性櫨が人

幅に変化するものである｡姐;じんはあらゆる工業分野にわたって充

生するため,その特性について]梢iに予測することが非偶にむずか

しく,また浮遊状態でのそれを知ることはほとんど不可能に近い｡

このため花塩災じんツ謹の設計は行機純ごとの多くのり､三お■㌻から7ミ上らJL

る染料が虫安であり,それらをベースにした批ヰ川り.主貨.i らJユば

ならない｡また_L記のダストの一i註′去己仙川ノヒは発ごl婚りごよびガス条†′ト

に大きく左右さJtるたが〕,リ､後の姓転管州によってもその性他が一卜

分発印されない場′介も起F)うる亡〕ここにユ叶ザーとメーカーの融r†

された経験工学的な技術が刊‾生れる｡‾ちなみに第24図ほ与E㌔もり三じ

んの動作状態を表わしたもので,その性能の発揮しうるて胤瑚ほ炊じ

んの電気跳抗が約105iトcmから101口上トCmの粗相であって,それ

以外ではその性能は極端に低‾Fしてしまう｡ところが,一般の柑二じ

んのl‾llにはこれを逸脱する以丁†が少なからずあり,与ヒflr′'仁の外地が十

分発即しえないことが経験されるくこ,J)′才り)′才=エふ担+_こ扱ぃ叫こj)たっ

て納入された数白子丁の装il～'た尖続か仁J朋三組さ′‡しる宮川･にもとづき,ユ

ーザーと協力しつつ技術向上に努力している｡

24.3.1セメント産業用EP

セメント粗必こほ-･舶に紬人法,絃+七法,レ∴】1■-一ノし臼三がこ♭,るが‡ユー注

L‾lこトヒメント株式会什州111二j去硝l･ljの1ミPは･托州=､1岬己潮壬7いコングキノ1ン

より排出されるダスト揃兼用で,第25図にホすようにCO-HP23,1

ート_

J
_二+._+iリコ 11j ll〉 川卜 川 川

`しモ･t
【

ち′‡2′′1トく1`】に′く(すJ､し‾人こ々:壬〃)仙什11■二什

lヨ
担

欒顎 艶

那25】ズl.!t川いニメソト株ペニこ什ぷ‖111二以納

仙人IJンノ‾､キノLン′川`■に二㌔己り∴しん斗ヒ;】'′工

韮でガス_;il:2]-(l,0()ONlll=‾ソh,ガス引山江240℃､riJLん;1-ゝ二30g/Nl-1‥～な

胡三じんキミ95%で州〃三する人形EPでJユ川三仙洞な成航でダスト州胡ミ

と粁.1言一打11二に人きゾ丁〔f貨1切なほたしている｡

24.3.2 硫酸工業用EP

才刹如桝安弘出ノノ式ではSOソ脚了こぃJ八て一し仙柑ノン=JいてS()∫↓にし淡

耐性にl馴丈させて98ア占■〃_)紺傾が批むされイ〇カ＼甘り､む+1f'ltにおいてほ

_≠
′ 差そ､

軍平野轡癖

一山209-
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第27図 川崎製鉄株式会社久慈工場納ルッぺキルン
◆

排ガス描枠用サイクリオソ袋じん装置

触媒の被毒を避けるため,また転化装托の腐氏を避iナるためSO2ガ

スの捕浄乾燥を厳梓川こ行なわねばならない｡克之近このガス打消叶二川

いるダストEP,ミストEPは特に福引ミじん率が要求される｢,｢1鉱

佐矧対聾廷錬所納のダストEP(SO-1IP24)は銅転炒子よりのSO上ガス

25,000Nl--3/h札り斐450℃を〃三じんネ弧2クgで榊争するものである㌧

硫酸ダストEPは供つちf‾r力式であったが,これを上rlH三つら寸■†刀式

として拙付両横を低減し,拙家の熱膨張に対しては従来の量榔ヨりJ式

からオイルレスプレート方式とした｡,弟2る図は公休I対をホす㌧ノ 三

菱化成ノー託崎工場納のミストEPほ沈沖堵よりガス中に飛散する硫恨

ミストの揃射丁托,二うモ宕n製のEP16兆むン己成し硫膜卜場のカ｢ス音■■f

将に女｢凋運転を続けているr,

2ん3.3 製鉄および化学工業用EP

39年度川l崎′拳法鉄株式仝什久慈__卜域に納入されたルソペキ′Lン排

ガス伯仲朴サイクリオソ洪掛よNOlゝ∴NO2;Jとも以心80n℃,

60,000Nm3/hの排ガスを処州1-るもので雌一没ダストチャンバ1iに

調湿装J2托設け,ガス払=斐を200℃-まで卜けマルチサイクロンと糾

み合わせ,サイクリオン矧利こ噂きガスを湖争するもので,稼動以

来俊秀な成鮨で運転を続けている一っ第27図ほその外純な示す｡

近時都市ガス工業ほl†tl悠な与-お安遥の増加ならびに冬J引立畑Jのノぷ要

量の差の増大とコークス市況の変動に作って心朕,コークスから仙

のガス化へと変わっている｡今凹西戊;ガス納のEPはナフサ接触分

解によって発生するガス･-f--のタールおよびカーボン除去用であり舞

28図に示すような形式SO-VTllの円筒構造で都市ガス姑浄に大き

な役湖をはたしている｡

24.3.4 電気集じん装置の研究

福光築じん装把の朱じん牲能ほ,勿三じんする煤じんの性質,特に

その見かけ｢ril有亜紬■亡に大きく左前され,高抵抗媒じんの場合にほ,

いわゆる逆電離月且象のために,著しく胡三じんが閃雌になる｡

ホ炭ポイラ,セメントキルンなどの排ガス中の蚊じんは,年々吊■占

抵抗のものが増加しているため,昭和39年度の研究は,おもにこれ

ら高抵抗煤じんの召三じんに‾和.rまが亡#カゝれた｡すなわち,排ガス巾に

水を微粒化して吹き込む,調湿川ノズルについてほ,前年度にリlき

続き,2流体ノズルの対ロイヒ幼稚し進めると同時に,さらに授作,

保寸の点ですぐれた,指圧ノズルのIjどう発を進め,実川化の段階には

いった｡一方SO3などの化′了壌■■f71によって,媒じんの見排川イオ拭抗

を■‾卜げ,集じん性能を向上させる方法についても,その基礎的1免i､+‾

を重ねつつあり,このような積極的手段が電気集じんに不向きな高

祇抗煤じんの調質に有効なものであることが立証された｡

評 論 第47巻 第1一弓

節28r_実1内部カ■'ス株式会祉納燃料カ､'スil■f押▲用

i■む1主ノじ′i仁災ワニじん斗ヒ挺

24.4 水処≡哩装置

水処即1弟順の土1共■Jf業仙土,上水道がほほ跳ばいであるほかは,

=川二j_如こ比べ,いずJLもかなりの増加があった｡.柑ご卜水道関係は,

ご【二i六郎J‡言施設側J‡傑ノニー､爪iワ亡法が成√としたので乍後さらに蛸解される

と比l､われる.′また,すでに施行されている排水規制法および水損保

1二日こも糾出城の水‡′り.岬ミが決止されるに付い具体的な加fli】jが実施さ

れつつ丸るので,一舶掩業にお=-る水処JIH伐】係水菜婆皆も逐次増加し

ている√ノ このように爪先な`.んf賓帖ナ仙:L,‥三仙籍朴の注‖をひき,7一

ってク‖l川ノJメーカーーかFル)技祢梢人が子‾J■なわれたが,さl立水処即

▲肘--jほ,37叶性よりエンジニアリングとプラント払i貨の能ノブの油義

につとめ,いずれも射=′lのノノでj淵沖杭才人,j一了々とその地歩を進め

ているっ

木i-一三他の生産り三掛よ,プラントものに著るしい伸長がみられ,新

駁■■■l】lが非常に多い｡

下水処即洪抑では,一辿の汚水縞紳処I≠i貨仰iを完成し,これに用

いる特殊隅ぅむの撤去も矧lシ'亡を壬生望作した｡汚泥椚化に関する機械電気設

術一式では,以近業糾こクローズアップされたガス撹拝力式を独口

のプノ式でプ占成した｡下水機械の新巻紺,としては,洗砂装経と電動制

水とびらがあり,ダブルチェーンコンベヤ応用の(リンクベルト式)

ものは,リlき続き業非窮一の生産高を維持している｡

し拭処ユニl帖§rF仁は,2節け軒を完成し,5節i所を址設中である｡

上水処刑紫紺よ,｢捌呂i一式を完成し,ほかに2約所を⊥市中であ

る.=.産業抑尭水処州装i糾ま,廃水LL+収処即装i｢′T仁一式を納入したが,

水㌢i抑が災_･見なものとなっている卑よ在意義深い｡また,わが国巌初

の抗ノト物質桝産廃披処即矧程一式を完脱し,一斑填な経験を積むこと

ができた｡このはか,わが国J山行の解境の冷却海水川塩素注入機を

製作した｡除鉄装flウ壬ほ,標準が軌迫に乗り,すでに30セット以上を

納入したが,これを応川する除マンガン装ぎ｢-亡も開発した｡

24.4.1下水処‡哩装置

(1)f副l∴川上戊11tljけ‾卜水処J!】り払汚水高根処ゴーt一与設腑

38咋怯までに完成した拍一畑仙二巣.汁帥i85,300人分の汚水簡易処

J牡および輔妃消化処理設備に引き続き,同計痢の曝気設低 山終沈

殿池設備および電気計装設術を完成した｡

これにより+丈処即場は,析件汚泥法(ステップェアレーション方

ノー℃)によるiウ水の山根姓】1Mご行なえるようになったので,処理水の
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第29図 長崎市戊【‾江川‾処Ⅰ!lリ抄喋気仰に取り付け1､)J′tた散気t[ヒF作

浄化度がいっそう良好となり,｢刊也lスニの瑞‡磁和

そ卜の向__とに役だっている｡

捕件汚泥法に二r､;いて脳もj臼二安な曝㌔も.捌～‡主叫毀

気矧凱王,ケイ砂田仙風Lll-1の倣仁も板2枚な1糾.

としてこれなステンレス満帆戌J惇のホルダーーで

玄柑占l足し,8糾なユニットとして,43ユニッ

トを曝ムも杵‖戊.祁へつり‾卜げ,終ユニットな■け搬

式つり揚機でつり拗げるようiこしたので,従来

のものに比べ,侃ノ1ニノ∴ミ傾がきJ)めて班別な椚造

となった｡

(2)大阪巾千仏処即場,下水～り粕汁jルー捌Jri

本処丑Ⅰ-と場は.汁何人｢1169,8()0人,11よ人L-】92,20()

人で,前曝㌔もを市する的妨処叩とi■り氾のラグー

ン池処分が子_ナなわれていたが,本.捌JriによF)汚

泥の街〈1三的処J‥lrtが行なえるようにな/-,たこ-′1,400

m3す門化椚を中仙とする人言州fiの汀j化ノブノ〔は,

消化ガスガロ環脱す､】てと遊㌔州川j･加柑.にr】二るもの

で,ガス撹什矧lソモには椚化に過し∴二粕汁むリー･え

JFl軒

･ヲ｡-=垂

:､遠 ‡:=三:一云⊂■這窟重義声‾一言=蒜タ
‾亘≡′

‾〉‾‾三及誠二古■､‾=‾､-

ゴ壱笥-

囁(‾÷‾

露･し_‾､r穎孟､
塗ざ

亘･_;謬霊

‾朔‾一室撃琴1(
莞

節ニi()卜ぢ‡人l申立和千出処刑場納下水汚泥消化設備

野′

第31同 人一対′k了【了=三.1-ニ処刊り券納

電動制水とびら

るガス泡な1珊氏榔より放王1_けるステンレス鞍廷の

独特の桝言出のものであるし,

(3)人阪‾lけf_1三吉処刀lリ鉄芯助川水とびら

｢】ili大幡および両人l肘口の各班砂地の王-l-1入l‾一に班川するもので,怖

1.6m,高さ2.1nl,花動機2.2kW 3種′斧.汁1即■jを完成した｡と

びらおよび口当たりは鋼板i糾別唯〕㌫で,それに特殊耐食斡装な施し,

軽最化と動力低減をはかった｡また‾卜水の特殊性を考旧し,屯動機

を起動トルク300%以上の特殊設計とした｡

(4)堺市南仏および擁前川ポンプ場,沈砂地機帆設仙

39年度を通じて多数の沈砂池機械な完成したが,本】音別【ii.■L,-･並

の設備として一括完成したもので,1_:1勅陳じん械12子r,スクリーソ

かす搬出機2台,沈砂かき拗機11fナ,秒搬｢11機27乙†よりなる｡

(5)胡‡京都芝納処刑場,流砂装`lソた

洗砂樅櫨を兼附しない沈砂かき拗機などの彼処即装r打としてIl立

式沈砂搬f-†1機に政1辻を加えて川発したもので,水洗析と傾斜ドラグ

チェーソコンベヤとを組み合わせた装F暮㌧■仁である｡市磯田iウ物などを

多鼓に混入した‾F水沈砂池のかき手引九砂の沈抑と脱水iこ非仰こ出い

成績なあげている｡

24.4.2 し尿処≡哩装置

38勺三蛙に受～i三したし加ミ処即矧lソ亡6日lてト所のうち,ド.iJ2筒所が今度

竣丁した(〕残りの4他所も39咋怯+ミまでiこはすべて竣_l二二jlぷで鋭

悲施1二小である｡これらは11_1ソニのJ㌫等位恥くし謎肺としてはJ止初の■製l■ll,】

で,今後これらのプ三船モをもとで受江の哨人が11悠される｡

威/ノr

211

折32凶 加点椰芝州処至l!喝洗砂装匠

(1)杵築Ir‾ル址処即巷打た

本矧l竹は処即対故人｢j15,000人分のし脹を処二印するもので,処刑

法ほ,一榊･.11F2段式嫌ムも性加仙川j化法をとり,30℃に加払Lし30口閃

で無抑こ処刑するものである｡木装『モの特長は,椚化椚の撹作方式

にオス揃才､】リブ式を採川し,加温力式iこは消化ガス燃焼による蒸気加

払リノ式を採爪1したことである｡

な二f胡妃離披処刑には指辿順水戸山上法を採用し,消化ナウ泥脱水方式

第33岡 杵築市し尿処理装置

ー211-
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ノふu排.森

-′=丁重‾--･---｢敬＼

甘一弘

空海

一章-‾.__‾‾撃葦

凄 _-_･凛′ニノ仇==≦

二正

窟

宥‡こぅ4F‾くす1ミ=叫仙211けt_山と処即二しl壬F毘

にはストリングアイスチャー1ノ人汁ノ:ウい.i坦機仁Jj‾釧1した｡

投人=に川仏ソ川川こ上J･ペイ貨入l-1㌢六法け,距ノ､机竹州如こは11+ンニ独柑

の二川判別し洪J】ソトヱ_･J‾′と(ト〔【妨り㌔仙+と仁′ちJけているr+また柿=拶物はノ､イ

ドドフ∵†ナにく】二り州川ノこ辿て弧イ1‾ノト⇒,ることかできる｡こJLにより

段人Iiかり†■j化付加こいたろ=机上ノこ乍1辛;別状となりん'〔火び_)ノノ八に比べ

桁fく之叫脚立政.キが施さ′才したっ

(2)カミ=川j▲はか2叫しんJと処刑与抑仁

木斗ヒJ】ていL他州ふ+-牧人l】18,()nO人ウナのしレ1･とむ処+叶するもので,処刑

は叫ノ伯与lけとい‖溝でこ♭,るれ肺j･;土卜の仙丑山く･.川川二桝士別-､lリブ式がボ

ンノ11削､lリんこし1二i∴と一_,ていることと,加附ノん▲〔が弘l.水ポrラーなド_)び

に熱で去雌こそ:さによ(川けト加iJ‖=り(む†釧1していセニ}ことである｡当地ほ

人然ガぺのご卜仙出であ1:=`二ナノ),加仙川川川ノJ燃=としノて人然ガスを利

=lノうるILうに.i貨.汁さ+Lている｡

肘瀧水(上い‾Jごれヰ)上i()1:)こ‾i()1)1)111以卜な仰証して心り,il･川=こ放

流していく′.り妃水iウi仙.川山川として抑‖すィ〇ように設.汁されでナゴり,

木与ヒfl-′仁の竣‾i二にrにF=桃川什ノ〕7J二きづまりな僻ナノ､とし,さらに昌仙判勿

として州州子こトノfリニ三1--▲イ｢二一l∴!j叫!_[代的斗〔il■′l卜亡ぁる(〕

24.4.3 上水処声望装置

(､1)=､川了7恥l仰水J㍑ トノJく処l‾】lt.捌r;i

lけび)∫イト1肌打土2f仙ノこ･月三J｢州レ′)･+二lユー圭とLて22.()(‾)‥111=ソ(lび).卜水処

刊!.㌻川i一一人1Jl_J`ノ山にしノ′∴こイ=･二.しりノ1J打水J去如よ,45,0()0Illγdのヤ子

-r】1ニセな一,たしJ+こJ川j■く上,桃子j■一抹八肘‖■-比順L二t速仙爪馴ゴよび塩∃′壬

減11ミ位卜休とするくもJ)で′こ事辿仙､卜,綻辿･jl削■†て,灘汁ミ,こし辿秒机掛11

プミ沈･辿枕,几は～盲三人,.卜;エひ,汁ツ三Lノ)行斗l壬;■l:よりなる｡,米比巻きr【ソこ亡エ,

十指■ll】1の寸法人,jll蛸貨に仙利な仙lソ仁でニコンノべクトに11kりまとめてあi),

バンド汁人矧lリノ二仁1【二丈械仙与んンて亡フローート朋il川≠油紙狩川乍式とし,ル;(水

流iil二に対しイ川‾州勺にj･じけり汁人､yj‾1らヰ､ぴ)としたし〕仙むi湖のり三水,辿批

川ストレーナには,･射止の凪い八日S梓川恥川きハーilな川いた｡

(2)人帆IJ虹7ti■†ナ水J‾主上,瀧■【■仙丘和地姫川.ナ別J†j

二恥■‖-■i施さり三沈Ilら貨地2油川としてノニー油粕什斗ヒfl㌧'た6子㌻,緩速脱げ巷紺た12

子㌻子丁)三成した｡ノtく甘〔,心fl二などにより公述な変する緩速撹す､｢巻きi仙こ

は,機他′l勺松帆√■fl;の少ない･1Cモートルを川いているので,従来の

楼帆竹食油機椛な川いたものユリイ一丁脚比のrゾ小､ものである｡

24.4.4 産業廃水処手堅装置

(1)1け引′†抑ド株式ヱミ什氾折U去汁二塩水州l丈処刑斗押上な納入し

た｡第3る図のようiこil■占述凝り三沈虻川l㌧とJ了リノか‾ij出機とむ机み介J)せ

たもので,碑斗さ,水柵允水む処州して州側l】に什∃‾るためのもので

ある｡+肘′ド〈上竹′1刺でル少の人工卜ご竹+叩が叫1ヒであり納入横紙i剛こ

う砂転小でぁろし〕な川】押下ノ‾)処什与モ去J7'rトi)芽丈什受注がチノ上ン宣しl｢卜放任了歩!圭

什小でぁる｡

(2)仙fT批1】土株ン〔ごミ什ノ朗勺=諸にJ`汗iなjおir‡処即生!壬rl■′托納入し
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郷

丁半二う6川l川=三=軌小株人工川∴山一モ1二喝納

=‾ユう】ノ【i壬ノい･仙土地+■【=一三rr′-た

打享37卜くl川】だi雀卓肘珠八公社妃仙工場納

上.･二子掛克i任地.rり!与ヒ鐙

た｡木与打たは机ノト物門の上.1てj覧垢絶と牛㌔ほ曝㍍帥の小に供給してiiモ

什i･り批むイ1流させ,焼打セ1ン(1H勿化ノ〃l勺に処即する矧2こ亡で,この種の

～王_)のとしてはわがIt仙上納J)ものである｡〕1月転紙用も良好であり処理

山上かんがい川水として肘】1さJLている｡

(二り1棚jr立法井川三ンニ(エリL二に2()01(g/11の+1左射城1舶甜亡を納入し好

調に.i叫帖｢いである､-.+こ与汀亡(よ管主錐川冷神水として供用する加水中の

バクテリ1r,拙,州謀ゆ減l杜rごよび発生ミ防l卜む口約として海水椒水

川こ比tゝモ′壬む托人する生維亡で塩素減L■†Lこト倣としてほわが国広大級のもの
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蔑

打‡ニ58川 r川j孔プ‡株.l▲しこご社訓りf_‾1二Jみ納

‖立一1､辿牧鉄与ヒf』空

であろ｡

24.4.5 日立急速除鉄装置

除抹与帥こは水中にたJ二′=ノる鉄分√rl玲ノミすろノ′二とノ)什ムヒi花であるり従

火叫耶火ノん(〃〕機〃恥L(1)いか¢･丁.し′イ倍化させ,(2)いかにし′-て除

J_二するかにしけF二)れろ｡

トト`/1こ＼速IHミ鉄ノんしほこと〟りえに(3_)いかにしでIiしく倍化させ,(4)

いかにしでlしく除+二･‾うーるかという機肌な矢作に加えて桝兜さJLたも

ので,(3)に対して触払〔作=J,(4)にJ寸して峻メ√州;川にし1ニー)仰ノミし

糊托されたものでこb,る｡淡fl-′'りく体(叶1二組牧鉄剤な允てんし/こJlリ+〕七

れi捌掛こ旭水して【りミ鉄するもので処J=仰テ焚=川りけ非仙こ如くわずか

81ナ即性でふF),しかも仙仙汁iよび岐j一川1‖〟､)1こ円か1-J仙ノノi(〟)l-と

うに私■-■■■二と〟)他汁j肘■l-1‾1′i▼一ほとんど必焚としンミ‾1こい｡

比卜･ノ‾､瑞Ifl淑かド)=､-′＼こ事油陳拭うし一三柑よ,

(1)桝什l榊L■〔が′卜さ`こ■(二すJ′1-｡

(2)J`ち川三が`≠≠ちんでふI:)｡

(3)二川Ji淡Jlてが小出でしゎ,る｡

(∠i)放け1付.1ご〟)比洲レ,)州仙がない｡

(5))廿l巨ミ維一∠l～がJ)ずかでぁろ｡

など〟岬+ノ1く11二･†J■Lノてい主1〔二,さ王▲)に木与ヒitリこほ1)lI.榔臼ヅ抑k什.;lをする

ことにより除純｢H‖とIl-川什ニー､′ンノノ'ンイL･除+､三する∴とが■･j‾櫨でこし,

ヱノ.､絶ノ′■J掩い士/ごlい[)?吃いにもかかJ)上-ノザすでにそ〟)納入り淵i(･.L

こi(=伽叶に及んでいイJ′_-,二とび)仙川川′1勺もJムくて飲1リノlく,鮎仁=】水,洗ill一

川水,ン令対=l川く√〔どにJ)/こ-,でl‾しぃ),いデ′=こし,仙ノし油'i仁･什〔いセノぴ)

で′〉役の允小三が人い(こ晰､■JlさJしる｡

第38図け㌧Hj乳1ゝ‡件ノ▼し三川榊ノート+恥二納入さJした処+=1惟ノ+100

11lエソ11のl牧純米rl㌧【こ2北で,処+=1Mく(よ批びん川水十-;よび--･舟せl二旭川川く

として他1-1+されている｡
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第39亡窒l圭一し市束一計ごみ焼却場納:うOt/811焼却斗き置

24.5 ごみ処羊聖装置

24.5.1ごみ焼却装置

(1)那l【にナみ焼却装ilソた

Jち‡ち盲術二1ニュ払捌酬Fi.汁行l両の-･銭貨としてごみ焼却矧■ソ仁の機械化が虫籠ん

となり,その一ぷ要にこたえて研光11i]充を子ナなってきたが,その節1

り一機イ1ごじと山に納入した｡焼上州ヒノJは3()t佃llでムー),約し､ん,燃焼,

炊州Lなどすべて横紙化されている｡

糸′汀んほ,エプロンフィーダ心よびべ′しぃ三ンベアに+=)子+ワニ〔J)

/卜,焼付如こは,l坤汁竣ストーカが仙川されている∩
こび)スト一別1L

州てぷ火f結+‾･と‾･1川力火桁J'せ1段ごとに‾女ノー二に糾ム行わされたもので

ごム=こ叫刺火桁J■一の机綬捌如こエリ送FJJLると川‖JJニにトノノrい)拙作

浅机上がソ･え｢Jれろ∩ストーノ川う肌恥こ亡上州川矧J′■ころ.1姫‖lしで卜;り州

帖シ りソダ〟)スト】トーク胡幣とコントローノLバノLゾに⊥Lりストー･カ

〟)ニ1トローークニ†..りこび油性が.榔巾されている∩炊はソラrトコンペ7

にエー_)て収り川さJL.ベルトこてンべ1'に.ト,てバンカーーに送られ七1し,

州け川一に批州与川て′ごi_一.テ貨=‾ィ:,とともにu√ノL子サrグロンに-ト}て月壬

し､んしでトト)f榊咋にt_l二る公州けl】一に(.仁和に汁ノ･:一エしイニ.さ･!きJ=こなって

いィ:′(

▲∴り(一r.りこひこノJく分〟)多い∴んi･こ刈ぃす‾る肋燃川としてローーメリノニー｢ナ

ニrし;し1二び巾二仙燃焼矧lソ仁左･似えている｡メモ熱の利jl=二Lノては州泊小に熱

‾女換1そ:ト/､∴掛+てf比水石小一川丈し,ぎ行以,恨Jノブなどに仲川できるように

/二〔っている｡木プラント(･工七+(,祉染,機械,`■に㌦,.汁巷ヒなど 一打

J11り‾土.とこヰ)て址.i■1川]人さJLている｡

ごノり)'川ルヒfl■′レ､)2り･機としてけ払榊り.〔1i招川■l;4ケ町子■仙川鮎1i朋Lr､㌻

喜いh"-r巌

g遍■

節4()凶 ニ､rL紫川;1ケ…l`i仙川∠一三ー'と訓｢｢約15t/8llン丁2焼抑シ〔陛
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に納入したもので,焼却能力は15t/hのもの2基である｡

建設地は山地のため地形を利用した搬入路の設1汁となっている,

ごみは仕込台にダンプして投入するカ式でありストーカには階段式

を採用している｡灰処坪装繹,竜柵燃焼矧鞋,洗煙装粁を肺えてい

る｡敷地の整地,搬入路‾Ⅰ二事を除いた土木建築†摘も含めて納入さ

れている｡

(2)回転焼却炉

本焼却炉は,ビル,二1二場,′7:校,′けJ‾i‥,デパート,岡地,観一光地

などにおける紙,木屑,ポロなどを_二1二としたご克の焼却をF‾川勺とし

て,開発されたもので,従来の焼却匁fの形をし斯い､炉本体はドtl転

lIJ筒になっている(Jまた誘引通風機を肺えでrゴi),ガスほ,離別･

で水洗されて煙突より排出しているので,臭公,ケ憎じんがない｡39

年度に第1号棟をトヨタjli体株式会社㍍_L松下場に納入した,本棟

の焼却対象物は,紙帆 綾川後のボロなどで,焼却能力は,2.4t/8h

のものである｡引き続いて,ⅠヨiI鉄客利和)長距離列車内のごみを対

象とした,能力210kg/hのものを完成した｡本機は炸道ヰ一に洗i【-り召

の温水を回収する口的で,熱交換諸賢を備えている｡

24･5t2 高速堆肥化装置の試作による実験

都市ごみ処理装艮の試作プラントとして1日当たり処刑能ノJ500

kgを有する横形回転胴形のものを計1由憫作し総fナ的な実験を行

なった｡研究対象となるごみとしてほ呉巾の主として柱宅街より排

出されるものを利用した｡

(1)実 験 装 置

実験装置としてはごみを連続的に投入しかつ同時に連続して生成

コンポストを取り出すのに合理的であること,反応物であるごみの

熱保持がすぐれていること,空気とごみとの接触操作が簡ilii･こして

確実であることなどいろいろな即由から横形回転胴式のものとし

た｡また空気の送入方法についてほすでに多くの特許による制約が

あるが日立独自の送入方式を計画し他の方式との比較検討をも子fな

えるように設計した｡装躍の概要を第42臥こ示す｡三j二要部分であ

るl吋転発酵槽ほ径900mm,長さ9,000111mである｡また牛ごムを

破砕することが重要な内子であると考え独特な破砕機を考案.没F#し

た｡空気循環系統図を第43図にホす｡
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(2)実 験 結 果

高速堆肥化プロセスはごみ小に存在する好気性の微生物,主とし

で甜捌生充F肘掛こよってごみ小の有機円を発畔分解させて化学的に

安左した応終ノト成物を得るものである｡そのおもな反応機構は微生

物一半的酸化によって右横態炭素を炭酸ガスとして排出させることで

ある｡能率よい好気性条件を達成させるために市大なl大けとなりか

つその判定要素となる批度上舛,炭素旦変化,pH,水分の限界など

数多くの諮l71了▲を変化させてその結果を検.キ寸した｡例として弟44

図にホすようiこ恥度上汁,pH射ヒ,炭諌言窒素比変化など化学的物

卿l勺.さ指レ叶｢について好統果を得た｡同時に色,臭気,粁度ともに長

山と思われる得度のコンポストを得た｡木一一連の実験より最適辛気

鼠 口､ンニプ℃乍㍍送入方法の検討,榊凹転速度,牛気再肺環の検討,

水分のl年長非と如軽1も性条件な発生した場介の対策,破砕効果とその鮮

度,榊美佐の志克,ごみの化′､r:組成分析法,装躍の始動方法など多

くの1こ知な'j噸‾を解決することができた｡

第45図ほ本実験に使用した応速唯肥化装瞑の外観である｡
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